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がに30年以上経ち,全 く新 しい 「デザイン事
典」が刊行されたのは,21世紀を迎えたこと





























指すデザイ ンもまたそのよ うな視点か ら免れ
ることはできない。 こ こ数十年 のこのよ うな
技術的,社 会 的状 況の急速 な変化 は,ま さ し
く 「デザイ ン」 とい う領域 にと って新た な思
考の転換 を含 む課題 を突き付 け られて いると
いって もよい。 そのこ とは,大 学で のデザ イ
ン教育の場 において も,学 科 の専攻や コース
の名称の変更に現れており,従来の 「グラフィッ
ク」,「イ ンテ リア」,「プロダク ト」,「イ ンダ
ス トリアル」 に加 えて,あ るいは代わ って,
「情報」,「映像」,「スペ ース」,「環境」,「ラ
イ フ」 とい った言葉 を冠 した ものが増えて き
てい るよ うに思 う。
世紀 の転 換期 にあ って,困 難 ではあ るが
「21世紀 に求 め られ るデザイ ンの全容 を新た
な視点か らま とめた い」(序)と い う要 請 に
応えよ うとす る この 『事典』 の意義 は少 な く
ない。 その構成 はまさ しくこのような状況 に
対応 すべ く,新 たな枠組 みか ら5つ の部門 に
分けて編成 され,さ らに4か ら8の 項 目の分
かれ,本 学会員 を含 む234名の専門家 に よる
執 筆がな されている。5つ の部 門は以下 の通
りである。
1.デ ザイ ンの流 れ ・広が り
2.デ ザイ ンと生 活 ・社会
3.デ ザイ ンの科学 と方法
4.デ ザイ ンと法律 ・制度
5.デ ザイ ンと経営
1.で は,デ ザイ ンの理念 と歴史が議論 さ
れ,カ ラー図版 と解説 によ って,道 具,空 間,
伝達 の3分 野 の 「20世紀デザイ ンの名作た ち」
が と りあげ られ ている。 この 「名作た ち」 の
写真 は,端 的 に戦後デザイ ンの流 れ と現代 デ
ザ イ ンの状況を一望で きて面 白い。 それ らは
広 い意味で今 日のグ ッ ドデザイ ンであ る。宮
内氏 はそれ らの 「名作た ち」 が 「日常生活 の
用 を果たす だけでな く,美 的な もの として享
受 されて いる事実を示すのがね らいである」
と述べ るが,ま さ しくデザイ ンの本質 であろ
う。戦後美術の 中で 「聖」 と 「俗」,「高級」
と 「低級」の区別がな くな って久 しいが,そ
の美術 とデザイ ンの区別 も明確 ではな くな っ
て いる。特 に橋梁のデザイ ンや 「ス トリー ト
フ ァニチ ュア」,空 間や光 のデザイ ンを見 る
とき,あ るいはコンピュータ ・グラフ ィック
スによる伝達デザイ ンを見る とき,わ れわれ
は一方で 「生活の用」 を意識 しなが らも,大
いに 「自由な美」を感 じ取 っているのではな
いか。それ らの融合か ら豊かな生活 のヴィジョ
ンを提示 してい るもの,そ れが 「名作 たち」
なのであ ろう。
2.で は,「 あるべ き人間生活」 という極
めて本質 的なデ ザイ ンの枠組み の下 に,「環
境」,「エ コロジー」,「福祉」 とい った現代 の
キー ワー ドをデザイ ンの問題 に取 り込 んで い
る。特 に福祉 や高齢化社会 に伴 う 「生活 の質」
の問題 は21世紀 の切実 な課題 である。
3.で は,こ れ もまた,デ ザイ ンを従来 の
よ うに 「芸 術 と技術 の中間領域」 に位置づ け
るので はな く,「あ らゆる科学 の融合 した」
学 際領域 として と らえ,「デザ イ ンの科学 と
しての体系 の再編」 を試み よう とす る。 「記
号論 」 や 「感性論」,あ るい は 「ニ ュー ラル
ネ ッ トワー ク」,「ファジィ論」 などはまさ し
くそれ らの学問 自体 が 「学際的」 なのであ り,
そのよ うな方法論 が現代 の科学 と して のデザ
イ ンに要請 されてい るということで あろう。
4.お よび5.に 見 られる法律や制度,あ






















ていける 「専門書」 として,この 『デザイン
事典』を大いに利用したい。
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